
 

企画者 ： 稚内市歴史・まち研究会／稚内市恵北地区・増幌地区まちづくり委員会 

評価点 

 

 

： ５５年間放置され地域の負の遺産となってしまっていた旧海軍通信所（敷地面積約６

４，０００ｍ２）に、宗谷地区の気候風土にふさわしい「香りの樹木」及び「実のな

る樹木」を植栽し、野鳥を集め、市民の憩いの場を再生する。地域住民を中心に自主

管理による地域コミュニティガーデンづくりを行うものであり、植栽・管理について

も一般の方々から公募し、メモリアルツリーとしての登録を行うなど楽しみながら管

理してもらう。 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

環境大臣賞   稚内市恵北地区「香りとさえずりの杜」コミュニティガーデンづくり 

平成 19 年度受賞企画概要 



 

 

企画者 ： 東京農業大学造園科学科 

評価点 

 

 

： 日陰地であり意匠性の乏しい都市緑地に香り樹木を植栽することで、都会で暮らす

人々に季節を身近な植物の芳香で感じる機会、香りによる癒しとくつろぎを提供する

ものであり、老朽化し、利用率の低い都市緑地の「かおり」を基軸にした再生を目指

している。また、１月から１２月まで年間を通して香りが楽しめる「かおりつる植物

の混植パネル」など新たな緑化手法が提案されている。実際の再生工事や維持管理は

デザインに携わった学生により行われる。 

 

 

 

 
 

 

におい・かおり環境協会賞   四季を織りなす新たなかおり手法で都市緑地を再生 



 

 

 

： 茨城県つくば市・つくばエクスプレス沿線葛城/遠東地区まちづくり協議会 

企画者 ： 清里ハイランドパーク株式会社神戸事業所 

評価点 

 

 

： かおりの樹木の植栽により異人館と布引ハーブ園とを香りでつなぎ、「北野」のもつ異

文化のイメージに「かおり」のイメージを加え、より個性的で魅力的なまちづくりを

行う。また、新神戸から布引の滝を通るハイキングコースの一部にサクラの森を作る

ことにより、多くの利用者が香りを楽しめる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本アロマ環境協会賞   北野活性化プロジェクト・かおりでつなぐ観光名所 

～風見鶏 meets  HERB～ 



 

企画者 ： 京都府 

評価点 

 

 

： 競輪場前の広場等に四季おりおりの花の樹木を植栽し、府民が来場し、香木を楽しん

でもらえるような、みどり香る明るい公共空間として再生する企画である。 

 

入賞   香りただよう四季おりおりの競輪場 


